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保・小・中連携交流事業
　　　　大多喜・西小学校

人権擁護委員と読
ドリーム

夢の会との協働
　　「いじめのない学校をつくろう！」

　町の教育施策の一つに学校間の連
携事業があります。その一環とし
て、6月28日に西小学校、6月29日
に大多喜小学校で、つぐみの森・み
つば保育園の先生がそれぞれ、１年
生の授業を参観しました。
　大多喜小学校では道徳と国語の授
業、西小学校では算数の授業を行い
ました。児童たちは頑張っている姿
を見てもらおうと、いつも以上に張
り切って学習しました。
　町の子供の健やかな健康を願い、
今後もこの連携事業を発展させてい
きます。

　町内小学校で、読夢の会が人権意識啓発（いじめ防止）の紙芝居を行いました。昨年に引き続き、ボラ
ンティアで子どもたちに読み聞かせを行っている読夢の会に協力していただきました。
　紙芝居は、6月20日に大多喜小学校で1～3年生、6月28日に西小学校で1,2年生を対象に実施され、児童
たちは真剣に聞き入っていました。
　終了後に児童から「仲直りの気持ちになれてよかったです。」「最後に仲が良くなったのは、相手を認め
合ってできることだと分かった。」と感想がありました。

1教え子の授業をあたたかく見守
る、みつば保育園の先生方（大多
喜小）

2 真剣に授業を受ける児童（西小）
3 先生久しぶり！（大多喜小）

1 西小学校
2 大多喜小学校
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チョウの羽化の瞬間に思わず歓声
　　　　　　　　　　　　大多喜小学校

星に願いを
　　  みつば保育園

　6月29日、大多喜小学校で
チョウに詳しい先生をお呼び
し、３年生が学習してきた
チョウの羽化する瞬間を観察
しました。チョウが目の前
で、次々に殻を割って生まれ
てくる姿に「がんばれ！やっ
たあ！」と夢中になって命の
営みを感じ取りました。

　6月28日、大多喜県民の森で
みつば保育園の園児たちが七夕
の飾りつけを行いました。園児
のみんなは、願い事が叶います
ようにと楽しそうに飾っていま
した。

1「わあっすごい！」と歓声を
　 上げる子どもたち
2 羽化前のさなぎ

1 願いごと叶いますように
2 飾り終えて、みんなでピース
3 願いごと

1 2

1 3
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～夷隅郡市地区審査会～

平成30年度よい歯のコンクール

完全制覇！
夷隅支部消防操法大会において
両隊とも最優秀賞を獲得
　6月17日（日）に開催されました千葉県消防協会夷隅
支部消防操法大会に出場した本町消防団の結果は、以下
のとおりです。
　また、最優秀賞を獲得した第1分団第1部（筒森、大田
代、葛藤、小田代）の両隊は、7月28日（土）に開催さ
れる県大会に出場します。
・ポンプ車操法の部　　第1分団第1部　最優秀賞（第1位）
・小型ポンプ操法の部　第1分団第1部　最優秀賞（第1位）

　歯の健康が優れている方を表彰することにより歯科疾患予防の正しい知識を
普及啓発することを目的とした「よい歯のコンクール夷隅郡市地区審査会」が6月
7日（木）、いすみ市大原文化センターで行われました。
　町の代表者が出場し「高齢者の部」と「親と子の部」と「小学校の部」では１位、「中学
校の部」では2位という輝かしい結果でした。おめでとうございます。

[高齢者の部]　1位　秋山 嘉道さん         　　　　　　　[小学校の部]　 1位　 米本 壮汰さん
[親と子の部]　1位　酒井 メリーサさん  みゆきちゃん　[中学校の部]　 2位　 佐川 美月さん

1 火点を目がけて一直線！
2 ポンプ車操法の部
3 小型ポンプ操法の部

1 表彰の様子
2 歯科診査
 （酒井 メリーサさん

とみゆきちゃん）
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開設施設 場所 開設期間 利用時間 お問合せ

観光本陣 ギャラリー 7/21～9/30

 9 時から
16時まで

☎80-1146

中央公民館 1階ロビー 7/21～9/30
※閉館日(月曜日等)は除く ☎82-3188

味の研修館 ロビー 7/21～8/31
※閉館日(月曜日等)は除く ☎82-5130

農村コミュニティー
センター ロビー 7/21～8/31

※出張所閉庁日(土日祝日)は除く
☎83-0244
(西畑出張所)

基幹集落センター
スクール

バス
待合所

8/1～8/31
※出張所閉庁日(土日祝日)を除く
（西小学校登校日の場合は
　13：30～利用開始となります）

☎85-0002
(老川出張所)

　町では熱中症予防対策として、下記の５施設を今年も『暑さ避難所』として開放します。熱中
症の予防には「暑さを避けること」や「こまめな水分補給」が大切です。
　暑さから身を守り、くつろげる場所としてぜひお気軽にご利用ください。

※水分補給用の飲み物などはご自分でご用意してください。（施設内で飲食はできますが、ゴミなどは
各自でお持ち帰りください。）

※味の研修館、中央公民館は臨時閉館日がありますので、ご注意ください。
※基幹集落センターの西小学校登校日は基幹集落センター入口に掲示します。

　マダニ（森林や草地など野外に生息する比較的大型のダニ）に咬まれることで、ダニ媒介脳炎・
日本紅斑熱・つつが虫病・回帰熱・ライム病などに感染することがあります。マダニの活動が盛ん
な春から秋にかけては、咬まれる危険性が高まりますので下記のポイントに注意しましょう。

【マダニに咬まれないためのポイント】
　・肌の露出を少なくする
　　　　帽子、手袋を着用し、首にタオルを巻く等
　・長袖、長ズボンを着用する
　　　　シャツの裾はズボンの中に、ズボンの裾は靴下や長靴の中に入れる
　・足を完全に覆う靴を履く
　　　　サンダル等は避ける
　・明るい色の服を着る
　　　　マダニを目視で確認しやすくする
【マダニに咬まれた時の対処法】
　・無理に引き抜こうとせず、医療機関（皮膚科など）で処置をしてもらいましょう。
　・マダニに咬まれた後、数週間は体調の変化に注意をしましょう。
　　　　発熱等の症状が認められた場合は医療機関で診察を受けてください　

『おおたき暑さ避難所』の開設について
～ひと涼みしませんか？～

「マダニ」にご注意ください
～山や草むらでの野外活動の際は、マダニに注意しましょう～
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　平成３０年６月１８日に
大阪府北部を震源とした震
度６弱の地震により、小学
校プールのコンクリートブ
ロック塀が倒壊し、通学途
中の児童が死亡する痛まし
い事案が発生しました。
　法律基準を守らないで
造った塀は、地震時に容易
に倒れ、道路をふさぎ避難
や救助・消化活動の妨げに
なるばかりではなく、人命
を奪うことさえあります。
　ブロック塀や石塀の安全
性を点検し、災害に備えま
しょう。

　児童扶養手当現況届及び特別児童扶養手当所得状況届を次の日程で受け付けます。
　これは、８月分以降の手当を受けられるか審査するものです。手続きをしない場合、以後の手当が受
けられなくなるのでご注意ください。なお、手続方法については、事前に通知書でお知らせします。

 【児童扶養手当現況届】
○提出日　８月１日（水）～３１日（金）※土曜・日曜日及び祝日は除く
○持ち物　通知書、印、手当証書、健康保険証など
 【特別児童扶養手当所得状況届】
○提出日　８月１３日（月）～９月１１日（火）※土曜・日曜日及び祝日は除く
○持ち物　通知書、印、手当証書など

※代理での申請はできません。必ず受給資格者本人が手続きをしてください。

児童扶養手当・特別児童扶養手当とは
　町では、ひとり親家庭や障がい児のための手当を設けています。いずれも支給要件や所得制限がある
ので、詳しくは担当にお問い合わせください。
 【児童扶養手当の対象者】
父母の離婚などによって父または母と生計を同じくしていない１８歳未満の児童を養育している母子・
父子家庭など
 【特別児童扶養手当の対象者】
知的障がいまたは身体障がいの状態にある児童を養育している保護者など

問合せ先　健康福祉課　保健予防係　☎82−2168（内線265）

問合せ先　夷隅土木事務所
　建築宅地課　☎62−3315

コンクリートブロック塀等の安全点検について

提出をお忘れなく！
児童扶養手当現況届・特別児童扶養手当所得状況届
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　横山区にある農村協同館で毎週行っている「おおたき元気いきいき体操」。体操を始めて1年経ちま
した。参加されている高齢者を支援している上瀑地区はつらつ支援ボランティアからその様子について
報告していただきました。

　毎週木曜日の午後の横山農村協同館。午後1時には当番によ
り準備完了。開始は午後1時30分であるが15分前にはほとんど
集まってしまう。皆、楽しみにしているのである。
　現在20名の参加者（62~89歳）と10名のサポーターが一緒
に町推奨の「おおたき元気いきいき体操」を中心に活動してい
る。平成29年2月から3か月の試行期間を経て、5月より正式に
発足して早一年が経過した。

　活動の中心は運動機能を高める筋トレ体操で歌いながら手足におもりをつけて6種類の運動をする
「おおたき元気いきいき体操」である。体力測定も含め、理学療法士、健康運動指導士、保健師による
指導も定期的に行われるので、参加者にとってみると心強い限りである。
　その他レクリエーションとして、「今月の歌・脳トレ・合奏・リズム体操・ゲーム・各種製作・イベ
ント・誕生会」などを実施している。
　製作では、季節感を大切にすることを重視し、七夕飾り、うちわの
絵付、クリスマスには折り紙のポインセチアの壁掛けを作った。
　新しい試みとして、県立中央博物館大多喜分館の「体験教室」で
「甲冑・小袖・裃の試着」を体験することができた。皆にこやかで華
麗に変身？した自分の姿にうっとりしている様子が見られ、「タイム
スリップしたようだ…」「今日は記念すべき日になった」「非日常の
体験ができてよかった」の声。
　一周年記念行事として食事会を計画。上瀑地区のヘルスメイトさん
のご協力によりおいしい「ツナ汁」「きなこプリン」をいただくこと
ができた。また、ボランティアによる「ファミリー劇場」も好評で笑いとともに介護保険やいきいき体
操についての理解も深めることができたようだ。
　誕生会では「ハッピーバースディ♪」をみんなで歌い、ボランティア手作りの「世界に1つだけの指
輪」のプレゼントで祝う。それぞれインタビューに答え、皆メッセージをくれる。「感無量…」と言っ
た方もいる。
　「いきいき体操」は、体操をやりながらの軽妙なやりとりをはじめ、大きな声で歌い、常に笑いが絶
えない場所である。思いっきり笑うということは、一人では体験できないこと。仲間がいて、おしゃべ
りをする何でもないことのようではあるが貴重なことだと思う。
参加者からは「身体が楽になる」「姿勢が良くなった」「もっとやりたい！」「ここに来ると楽しい」
などの声が聞かれる。参加者もサポーターもお互いに成長し合える関係であることが長続きする要因で
あると感じる。
　11月には視察研修を計画している。私たちの活動が町、横山区をはじめ多くの方々に支えられてい
ることに感謝し、協同館に掲げられている「里有仁風」の言葉に恥じないようにこれからも活動したい。
　最後に、横山区のみなさん、新会員いつでも募集中です。ぜひ一度見に来てください。お待ちしてい
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　上瀑地区はつらつ支援ボランティア一同

横山区いきいき体操「横山」活動一周年を迎える！
〜「めざせ！健康長寿日本一」を合言葉に〜
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ゆるキャラグランプリ２０１８に今年もエントリーしたよ！
前回は４４７位だったから、前回よりも上位を目指して大多喜町を
ＰＲして盛り上げたいな。みんなの応援と投票をよろしくね！ 
僕のエントリーナンバーは『２００』だよ。
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■投票期間：８月１日（水）１０時 ～１１月９日（金）１８時まで
■投票回数：１つのメールアドレスにつき１日１回投票ができます。
■投票方法：携帯電話やパソコンから“ゆるキャラグランプリ２０１８”の公式サイトへアド

レス、パスワードを登録すると投票が可能となります。ゆるキャラグランプリのサイト
はＱＲコードを読み取ってください。投票は無料です。

おたっきー出陣！
　応援＆投票をお願いします
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国民健康保険証　8月に更新です

国民健康保険税の改正

　現在使用している保険証の有効期限は7月31日です。
　新しい保険証は、7月下旬までに簡易書留で世帯ごとに送付しますので、8月1日から使用してください。
　国民健康保険証は毎年８月１日に更新され、次回更新は平成31年8月1日です。

○こんなときは14日以内に届出を！

○保険税を滞納すると・・・
　特別な理由がないのに保険税を滞納すると、高額療養費の限度額適用認定を受けられない場合があります。さ
らに、未納期間に応じた措置がとられます。
①納期限を過ぎると督促が行われ、延滞金などを徴収される場合があります。
②それでも滞納がつづくと、有効期限の短い「短期被保険者証」が交付される場合があります。
③納期限から1年過ぎると、「被保険者資格証明書」が交付されます。医療費をいったん全額自己負担することに

なります。

　負担が大きくならないよう、保険税は納期までに納めるようにしましょう。やむを得ない事情により、保険税
の納付が困難なときは、申請により分割納付などもできますので、滞納のままにせずお早めにご相談ください。

○問合せ　【保険証について】　　　　　税務住民課　保険年金係　☎82−2122　内線250
　　　　　【保険税納付相談について】　税務住民課　収納対策係　☎82−2122　内線246

【国保に加入するとき】
　・ほかの市区町村から転入してきたとき
　・職場の健康保険をやめたとき
　・職場の健康保険の被扶養者からはずれたとき
　・子供が生まれたときなど

 【国保をやめるとき】
　　・ほかの市区町村へ転出するとき
　　・職場の健康保険に加入したとき
　　・職場の健康保険の被扶養者になったとき
　　・国保被保険者が死亡したときなど

　平成３０年度から国民健康保険の広域化に伴い、千葉県が財政運営の責任主体となり、県から標準保険料率が
示されましたので大多喜町国民健康保険税の税率等の改正を行いました。
　改正内容は、土地及び家屋に係る部分の資産割りについて賦課を無くしたことと、所得割等の税率をそれぞれ
下記のとおり改正しましたのでお知らせします。

被保険者医療費分
現　行 改　正 比較増減

所 得 割 ７．８０％ ７．５０％ ▲０．３０％
資 産 割 ５．００％ ０．００％ ▲５．００％
均 等 割 ２５，８００円 ２２，０００円 ▲３，８００円
平 等 割 ２５，２００円 ２１，０００円 ▲４，２００円

後期高齢者支援金分
現　行 改　正 比較増減

所 得 割 ２．００％ ２．２０％ +０．２０％
資 産 割 ５．００％ ０．００％ ▲５．００％
均 等 割 ８，４００円 ８，４００円 ０円
平 等 割 ８，０００円 ８，０００円 　０円

介護納付金分
現　行 改　正 比較増減

所 得 割 ２．２０％ ２．１０％ ▲０．１０％
資 産 割 ３．００％ ０．００％ ▲３．００％
均 等 割 ９，０００円 ８，７００円 ▲３００円
平 等 割 ８，４００円 ８，１００円 ▲３００円
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町では、平成31年4月1日付け採用予定の職員を次のとおり募集します。
試験職種 採用予定者数 受　験　資　格

一般行政職・初級 若干名 平成2年4月2日から平成13年4月1日までに生まれた方。学歴は
問いません。

一般行政職・初級
（身体障害者対象）

１名程度

昭和53年4月2日から平成13年4月1日までに生まれた次の全て
の要件を満たす者で、学歴は問いません。
（1）身体障害者手帳の交付を受け、その障害の程度が1級から6

級までであること。
（2）自力により通勤ができ、介護者なしに職務遂行が可能であ

ること。
（3）活字印刷文による出題及び口述による面接に対応が可能で

あること。

◆試験申込書の配布及び提出先　総務課（役場本庁舎2階）
◆試験申込書の受付期間　7月23日（月）から8月6日（月）まで
◆試験日　第1次試験　9月16日（日）　第2次試験　10月中旬から下旬の平日に実施予定
◆問合せ　総務課　総務係　☎82−2111

あなたの力待ってます　
－町職員を募集します－

夷隅郡市広域市町村圏事務組合では、平成３１年度採用の職員を募集します。

夷隅郡市広域市町村圏事務組合職員採用試験案内

職　種 募集人員 受　験　資　格 第一次試験内容

消防職
（初級） ４名程度 平成６年４月２日から平成１３年４月１日

までに生まれた者
教養（択一式）試験

作文試験　 消防適性検査
身体の基準
【身　長】男性：おおむね160㎝以上　女性：おおむね155㎝以上
【体　重】男性：おおむね50㎏以上　  女性：おおむね45㎏以上
【視　力】矯正視力を含み、両眼で0.8以上、かつ、一眼でそれぞれ0.5以上
【聴　力】左右とも正常であること。
【その他】１　身体健全で四肢機能が正常であること。　　２　言語が明瞭で十分発音ができること。
　　　　　３　精神機能及び神経系統に異常がないこと。　４　結核性疾患、感染症疾患及びその他の疾患がないこと。

試 験 日 ・ 会 場 ９月１６日（日）・ 夷隅郡市広域市町村圏事務組合事務所
受　付　期　間 ７月２３日（月）から８月６日（月）までの土・日を除く
 ８時３０分から１７時１５分まで　　※郵送の場合は８月６日消印のものまで有効
申 込 書 の 配 布 ７月４日（水）から
申込書配布場所 夷隅郡市広域市町村圏事務組合事務局及び消防本部　
問 　 合 　 せ  夷隅郡市広域市町村圏事務組合（千葉県いすみ市弥正８８番地１）
 事務局　総務課　庶務係　☎８６−６６００

広報おおたき No.599　H30.7.24 10



南
房
総
広
域
水
道
企
業
団　

第
２
回
平
成
30
年
度
職
員

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

国
保
国
吉
病
院
組
合
（
い
す
み

医
療
セ
ン
タ
ー
）
職
員
の
募
集

に
つ
い
て

加
入
し
ま
し
た
か
！

交
通
災
害
共
済

−

会
員
募
集
の
お
知
ら
せ

−

募
集
職
種　

土
木
技
術
職
上
級
及
び
一
般

行
政
職
初
級　
　

予
定
人
数　

各
１
名　
　

１
次
試
験　

９
月
16
日（
日
）

試
験
会
場　

い
す
み
市
大
原
文
化
セ
ン

タ
ー（
い
す
み
市
大
原
７
８
３
８
）　

申
込
期
間　

７
月
23
日（
月
）か
ら
８
月
6

日（
月
）ま
で
（
郵
送
の
場
合
は
、
８
月

6
日（
月
）
消
印
有
効
）　
　

　

上
級
職
、
初
級
職
で
受
験
資
格
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
受
験
案
内
又
は
南

房
総
広
域
水
道
企
業
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
受
験
案
内
、
試
験

申
込
書
等
は
、
南
房
総
広
域
水
道
企
業
団

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。　

申
込
み
・
問
合
せ　

南
房
総
広
域
水
道
企

業
団
業
務
課
総
務
班
（
大
多
喜
町
小
谷

松
５
０
０
番
地
）
☎
82
―
５
６
５
１　

　

国
保
国
吉
病
院
組
合
（
い
す
み
医
療
セ

ン
タ
ー
）
で
は
、
平
成
31
年
度
採
用
の
職

員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

●
試
験
職
種
／
採
用
予
定
者
数

　

薬
剤
師
／
１
名

　

理
学
療
法
士
又
は
作
業
療
法
士
／
１
名

　

看
護
師
／
５
名

会
社
を
退
職（
失
業
）さ
れ
た
方
へ

国
民
年
金
へ
の
変
更
手
続
き
は

お
済
で
す
か
？

　

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
は
、
国
民
年

金
へ
の
加
入
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
勤
務
先
を
退
職（
失
業
）さ
れ
た

と
き
は
、
厚
生
年
金
保
険
か
ら
国
民
年
金

へ
の
変
更
の
届
出
が
必
要
で
す
。

＊
勤
務
先
を
退
職（
失
業
）さ
れ
た
方
に
扶

養
さ
れ
て
い
た
配
偶
者
も
、
国
民
年
金

へ
の
変
更
の
届
出
が
必
要
で
す
。

＊
退
職（
失
業
）し
て
会
社
員
・
公
務
員
な

ど
の
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
で
あ

る
配
偶
者
に
扶
養
さ
れ
る
方
は
、
配
偶

者
の
勤
務
先
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

●
手
続
き
に
つ
い
て

　

お
住
ま
い
の
市
（
区
）
役
所
ま
た
は
町
村

役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
で
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

年
金
手
帳
な
ど
、
日
本
年
金
機
構
が
送
付

し
た
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
書
類
。

　

退
職（
失
業
）し
た
こ
と
の
わ
か
る
証
明
書

（
離
職
票
、
退
職
証
明
書
、
健
康
保
険
等

の
資
格
喪
失
証
明
書
な
ど
）。

●
保
険
料
額

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
毎
年
度
変
わ
り

ま
す
。
平
成
30
年
度
の
月
額
保
険
料
は

１
６,
３
４
０
円
で
す
。

問
合
せ　
税
務
住
民
課　

保
険
年
金
係　

☎
82
―
２
１
２
２

　

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
―
０
０
３
―
０
０
４

み
ん
な
の
年
金

　

一
般
行
政
職
（
社
会
福
祉
士
）
／
１
名

　

一
般
行
政
職
（
介
護
福
祉
士
）
／
１
名

●
受
験
資
格

昭
和
58
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た

者
（
看
護
師
に
つ
い
て
は
昭
和
48
年
4

月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
）
で
、
資

格
免
許
を
取
得
し
て
い
る
者
又
は
平
成

31
年
春
季
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
者

●
試
験
申
込
書
の
配
布
及
び
提
出
先　
　

　

い
す
み
医
療
セ
ン
タ
ー　

総
務
課

●
受
付
期
間　

9
月
7
日（
金
）ま
で
（
土

日
・
祝
日
は
除
く
）

※
郵
送
の
場
合
も
期
限
内
必
着
の
こ
と
。

●
試
験
日
時
及
び
場
所

　

第
1
次
試
験　

書
類
審
査
の
た
め
試
験

日
時
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

第
2
次
試
験　

9
月
29
日（
土
）に
実
施

予
定

●
当
院
で
は
看
護
師
の
就
業
を
支
援
す

る
、
看
護
師
就
業
支
度
金
貸
付
制
度
を

設
け
て
お
り
ま
す
。

 

【
貸
付
額
】
３
５
０,
０
０
０
円
（
無
利
子
）

　

こ
の
貸
付
金
は
当
院
に
看
護
師
と
し
て

1
年
間
従
事
し
た
と
き
は
、
全
額
免
除

に
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
い
す
み
医
療
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
い

す
み
医
療
セ
ン
タ
ー
総
務
課
へ
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

 【
お
問
合
せ
】
い
す
み
医
療
セ
ン
タ
ー（
い

す
み
市
苅
谷
１
１
７
７
） 

総
務
課

　

☎
86
―
２
３
１
１

　

交
通
災
害
共
済
は
、
利
益
を
目
的
と
し

な
い
住
民
相
互
の
共
済
制
度
で
、
公
共
団

体
が
運
営
し
て
い
る
安
心
、
有
利
な
制
度

で
す
。

　

年
間
７
０
０
円
の
掛
金
で
交
通
事
故
に

あ
っ
た
場
合
に
最
高
１
５
０
万
円
の
見
舞

金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

現
在
加
入
し
て
い
る
方
は
、
8
月
31
日

で
共
済
期
間
が
切
れ
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
加
入

し
て
い
な
い
方
は
、
是
非
こ
の
機
会
に
ご

家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
す
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、

詳
し
く
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
参
照
く
だ

さ
い
。

共
済
掛
金　

1
人　

７
０
０
円

共
済
見
舞
金

・
死
亡
…
１
５
０
万
円

・
傷
害
…
2
万
円
～
50
万
円

 

（
入
院
、
通
院
日
数
に
応
じ
て
）

・
身
障
…
傷
害
見
舞
金
の
ほ
か
に
50
万
円

（
身
体
障
害
等
級
1
級
ま
た
は
2
級
）

・
交
通
遺
児
…
遺
児
一
人
に
つ
き
10
万
円

申
し
込
み
で
き
る
方

⒈
町
内
に
住
ん
で
い
る
方

⒉
1
の
住
民
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
方
で
、

町
外
に
住
ん
で
い
る
方
（
学
生
等
）

※
町
内
の
保
育
園
、
小
・
中
学
校
の
児
童

生
徒
は
、
集
団
加
入
済
み
で
す
の
で
申

し
込
み
は
不
要
で
す
。

受
付
期
間　

8
月
17
日（
金
）ま
で

申
し
込
み
用
紙　

加
入
申
し
込
み
用
紙
は
、

区
長
さ
ん
を
通
し
て
各
世
帯
に
配
布
し
ま

す
。

※
役
場
及
び
各
出
張
所
に
も
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

総
務
課　

消
防
防
災
係　
　
　

　

☎
82
―
２
１
１
１
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鈴
木
達
夫
さ
ん
は
、
総
務
大
臣
か
ら

行
政
相
談
委
員
を
委
嘱
さ
れ
、
多
年
に

わ
た
り
国
な
ど
が
取
り
扱
う
行
政
に
関

す
る
苦
情
の
解
決
に
尽
力
し
て
お
り
、

平
成
25
年
10
月
に
は
総
務
大
臣
表
彰
を

受
け
ら
れ
、
今
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
業

績
が
、（
公
社
）
全
国
行
政
相
談
委
員
連

合
協
議
会
の
発
展
に
関
し
功
績
の
あ
っ

た
者
と
認
め
ら
れ
て
、
平
成
30
年
５
月

31
日
に
オ
ー
ク
ラ
千
葉
ホ
テ
ル
（
千
葉

市
）
で
開
催
さ
れ
た
平
成
30
年
度
行
政

相
談
委
員
全
体
会
議
に
お
い
て
、（
公

社
）
全
国
行
政
相
談
委
員
連
合
協
議
会

会
長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
左
記
の
日
時
と
場

所
に
お
い
て
行
政
相
談
を
受
け
付
け
ま

す
の
で
御
利
用
く
だ
さ
い
。

 （
定
例
行
政
相
談
所
）開
催
日
時
会
場

大
多
喜
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

10
時
～
15
時

平
成
30
年
８
月
20
日
（
月
）
、

９
月
10
日
（
月
）
、
10
月
15
日
（
月
）
、

11
月
19
日
（
月
）
、
12
月
10
日
（
月
）
、

平
成
31
年
１
月
21
日
（
月
）
、

２
月
18
日
（
月
）
、
３
月
18
日
（
月
）

行政相談委員の鈴木達夫さんが
　（公社）全国行政相談委員連合協議会会長表彰を受賞

～男性のための運動教室～
　「男塾」参加者募集のお知らせ

　町では下記のとおり男性のための少人数制の運動教室を実
施します。
　筋力や筋量は、どの年齢においても鍛えることで効果が得
られることがわかっており、健康を助ける運動の中でも特に
筋力づくり運動は重要です。
 《対象者》７５歳未満の男性の方
 《内　容》体力測定結果や参加者ご本人の希望を取り入れな

がら、個別の運動プログラムを作成します。
　　　　  運動プログラムはトレーニングマシン等を使用し

た筋力づくり運動や有酸素運動等になります。
 《実施日》 9月7日から12月21日までの4か月間
　　　　   毎週金曜日（祝祭日はお休みです）
 《時　 間》１９時００分から２０時３０分まで
 《場　 所》 大多喜町Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館及びトレーニングルーム
　　　　　大多喜町保健センター
 《参加費》 2,000円（４か月分）　　

体力測定会の
　　開催について

　町では、下記のとおり体力測定会を行
います。
　ご自分の体力を確認する機会として、
また日頃の健康づくりの効果を確認する
機会として、ぜひご参加ください。な
お、参加を希望される場合は下記までお
申込みください。

 《日　時》
　9月  7日（金）  19時～21時　　
　9月11日（火）  10時～12時 
　9月11日（火）  13時30分～15時
 《対象者》　大多喜町在住の方
 《会　場》　大多喜町　保健センター
 《募集人数》各回30名程度
 《参加費》　無料

い
す
み
鉄
道
友
の
会

鉄
道
沿
線
美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

マ
イ
レ
ー
ル
120

　

6
月
10
日
に
西

友
会
、
大
多
喜
高

校
同
窓
会
大
多
喜

支
部
、
上
原
親
和

会
、
三
育
学
院
大

学
、
み
ず
ほ
学

園
、
三
又
区
、
黒

原
区
、
森
宮
区
、

一
般
参
加
者
、
い

す
み
鉄
道
友
の
会

会
員
に
よ
る
総
勢

１
６
４
名
の
方
々

の
御
協
力
の
も

と
、
鉄
道
沿
線
の

草
刈
り
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

皆
様
の
御
協
力
に
よ
り
、
沿
線
が
き
れ
い
に
な

り
安
全
に
運
行
が
で
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

い
す
み
鉄
道
友
の
会
で
は
、
沿
線
美
化
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
い
す
み
鉄
道
を
応
援
し
て
い
た
だ
け
る

方
々
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

い
す
み
鉄
道
友
の
会
事
務
局
（
役
場
企
画
課

内
）　

☎
82
―
２
１
１
２

《申込み》健康福祉課保健予防係　☎８２−２１６８（内線２６４）
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バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

いいね！がいっぱい部活動⑲　大多喜中学校

　わたしたち大多喜町立大多喜中学校バレーボール
部は，１年生６名，２年生１１名，３年生４名の計
２１名で活動しています。わたしたちはいつでも明
るく元気で，みんなで協力しながら，ボールを“つ
なぐ”ことを大事にし，チーム一丸となって練習に
取り組んでいます。
　バレーボールはチームスポーツなので，ボールを
つないでいくためには常に声をだしてチームの中で
コミュニケーションをとる必要があります。さらに
大きな声を出してプレーをすることがわたしたちの
課題です。次にボールをつないでくれる仲間がいる
ことを常に考え，お互いを思いやってバレーボール
を楽しむことを意識していきたいです。「つなぐ」
ことによって，自分の体と心がつながり，次に自分と人がつながります。最後に人と人の心がつながり
ます。わたしたちは人間として大きく成長できるバレーボールというスポーツに出会えたことに感謝
し，誇りをもって練習や試合に取り組んでいこうと思います。
　ですが，わたしたちは個人の技術もチームとしての力もまだまだ不足しています。日々の練習に目的
意識をもち，チームメイトと力を合わせながら郡市総合体育大会で上位に進出できるよう頑張っていき
たいと思います。　　
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町 記 レ民 者 ポ ー ト
５名の町民記者が、
毎号１人ずつ身近な話題を取材します！ 第17回 柴崎 光子さん（西畑）

あれは10年前のことです！

酢と塩で逃さない、殖やさない大作戦

畑が荒らされていてがっかり…

資源活かせるといいですね

　高校卒業後都会に出ていましたが、１０年前にUターン
しました。その年の４月のことです。生垣の外側の草刈り
をしていた母がヒルにくっつかれました。全く気付かない
まま昼時に家に上がったら靴下が真っ赤でびっくり！同じ
ころ私はコロコロ太った気味悪い虫を見かけ、あまりの不
気味さに思わず手元にあったハイターをかけました。する
とバーっと血を吐いて動かなくなりました。それは母の血
を吸ったヒルだったのです。
　生まれてこの方８０年以上住んでいた母ですが初めての
ことでした。山の方には運び屋のシカやイノシシがいるの

で、その山から雨水などと共に流れてきて増えたのではないかと思います。
　ヒルの唾液に含まれるヒルジンという成分は麻酔作用と同時に血が固まるのを防ぐ作用がある
そうで、１９世紀初めヨーロッパでは高血圧や肥満などの治療に使われていたといいます。ごく
最近でも形成外科などで医療用ヒルを輸入して悪い血を吸わせ、うっ血などの改善に役立たせて
いるとも聞きました。
　とりついたヒルは約1時間で満腹になると落ちます。しかしいつまでもかゆみが残るので、ヒ
ルジンなどを搾りだし洗い流しておくと良いようです。吸うのは１ml、その後の失血も１mlなの
で実害はありません。ただ一度吸血すると平均５個の卵を
産み２～３年の寿命の間には１００匹ぐらいに殖えてしま
うので、逃がさず退治したいものです。梅酢や食酢に塩を
加えたものを広口瓶に常備し、見つけたら入れてしまいま
しょう。
　実害があるのはシカ・イノシシ・サル・キョン・アライ
グマなどなど…それぞれ罠や電柵などで対応しているよう
ですが、設置するのも管理するのも大変な労力です。
　山が荒れているのでねぐらにはいいのでしょうがエサが
ない、里に下りてきて作物をあさるというわけです。
　これ以上山を荒らさないために、木の駅プロジェクトと
いう取り組みが各地で始まっていると聞きました。間伐し
た山の木を地域住民が出荷し、それを買い取った会社が集
成材にしたりチップなどに加工して燃料として活用すると
いうことです。人が入ることにより荒れ放題だった山に陽
が射し風が通るようになれば、有害鳥獣をはじめ環境問題
も良い方向に行くかもしれません。
　自然の前で人間は非力ではありますが、できることを少
しずつ実践していきたいと思います。
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〜 日々の活動をお知らせしています 〜
地域おこし協力隊FaceBookページにて、日々の活動をお知らせしています。

「いいね！」をお願いします！
問い合わせ　大多喜町役場産業振興課 地域おこし協力隊　☎82ー2176（内線273）

純
国
産
メ
ン
マ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
域
お
こ
し
協
力
隊
レ
ポ
ー
ト 

③
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地域包括支援
センター

だより
No.132

地域支え愛サポーター制度
在宅活動のご紹介

　在宅活動は、高齢者のお住まいに地域支え愛サポーターが訪問し、見守りや傾聴などを行います。
　地域のつながりを深め、支え合える関係づくりが目的です。高齢者と地域支え愛サポーターの合意の
基にサポートが行われ、地域ならではの暖かい活動内容となっております。活動について関心がある方
は下記までご連絡ください。

担当　健康福祉課介護保険係（地域包括支援センター） ☎82−2168　内線266

　町では、地域、施設、在宅において介護予防活動を行い、その実績
に応じてたまったポイントを交付金として受け取ることができる仕組
み「地域支え愛サポーター制度」を実施しています。
　今回は在宅活動を行っているサポーターの声をインタビュー記事と
してお届けします。
　在宅活動のひとつ、傾聴ボランティアをされている小高陽子さんに
お話しを伺いました。

●活動を始められたきっかけを教えてください。
　社会福祉協議会の職員に声をかけられたのがきっかけで、平成２０年から活動を開始しました。当
初は、緊張してしまい、私のほうが身の上を聞きてもらっているような。そんな思い出があります。

●どのような活動内容ですか。
　相手の方と自分自身にも負担にならないよう、お互いの都合を考えながら臨機応変に週１回位、訪
問をしてお話しを傾聴しています。また相手の方の体調などに配慮しながら訪問時間も１時間程度と
しています。

●活動する上で大切にしていることはありますか。
　相手のお話しを引き出すのが傾聴ボランティアですが、あまり傾聴という視点にこだわらず、世間
話の相手として捉えていただければと考えています。また、相手の方にとって、私との会話が楽しい
ひとときになるよう、心掛けて活動しています。
　そして「私が来ることを楽しみにしていたよ」と相手の方から言われると、本当に活動していて良
かったと嬉しく思います。

●ポイント制度に登録し、活動を行っています。感想などお願いします。
　ポイントという実績を自分で把握できるので、励みやお役にたてたという実感を持てるツールにな
ると思います。

●最後に町民の皆さんへメッセージをお願いします。
　１人暮らしの方や、お話しをする機会が少ないご高齢の方も増えているように感じています。ま
た、現役時代の仕事内容や実績などのお話しを聞くことで自身の活力にもなっております。傾聴ボラ
ンティアを多くの方に知っていただき、一緒に活動できたら嬉しいです。

大戸　石渡巖　さんより
　小高さんからは、町の状況を聞いたり、「声の
広報」のテープを借りていました。
　寒い時は軽トラの中でおしゃべりを楽しんでい
ます。

下大多喜　山岸正平さんより
　昔話から時事問題まで幅広くお話しします。小高
さんは仕事を通じて知っていた方なので、話し易
く、つい長話をしてしまいます。お互い長生きし
ましょう。
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( 保健事業予定表 )8 〜 9 月

健康福祉課　保健予防係
 ☎ 82-2168（内線 263 ～ 265）

●申込み・問合せ●  けんこうカレンダー

行事名 日時　☆受付時間　 場　所 対　象　者

乳幼児相談
8/1

☆9:30～10:30 保健センター

乳幼児とその保護者（対象月の平成29年7月、12月、平成
30年3月生まれの方には個別に通知します）

9/5 乳幼児とその保護者（対象月の平成29年8月、平成30年
1月、4月生まれの方には個別に通知します）

1歳6か月児健診 8/9 ☆13:00～13:15 保健センター 平成28年12月1日～平成29年1月31日生まれの方
3歳児健診 ☆13:15～13:30 平成27年1月1日～平成27年2月28日生まれの方

おひさまキッズ 8/21 13：30～15：30 保健センター 成長発達で心配のある乳幼児とその保護者9/18

離乳食教室
8/2

10:00～11：30 保健センター

乳幼児（平成29年9月、10月生まれ）とその保護者（対象
者の方には個別に通知します）

9/19 乳幼児（平成29年11月、12月生まれ）とその保護者（対象
の方には個別に通知します）

☆子どもの事業☆

行事名 日時 場　所 対　象　者

からだいきいき塾 8/１・22
9/5・19 14:00～16:00 保健

センター ※事前に申し込まれている方
大人の脳トレ教室 8/3・17・24・31

9/7・21・28 14:00～16:00

☆高齢者の事業☆

 【お問い合わせ】
〒299-5235　勝浦市出水1224　夷隅健康福祉センター　TEL：73-0145　　FAX：73-0904
mail：isumiho@mz.pref.chiba.lg.jp　　HP：http://www.pref.chiba.lg.jp/kf-isumi/index.html

事業名 開催日 受付時間 担当課 備考

精神保健福祉相談
（心の健康相談）

毎月第1・第3木曜日
8/2・16・9/6・20 14：00～15：30

地域保健福祉課

※予約制

ＤＶ相談 電話相談(月曜日～金曜日)
面接相談(毎週水曜日)

9：00～17：00

専用電話（７３－０８０１）
※面接は予約制

障害のある人への
差別に関する相談 月曜日～金曜日 専用電話（７３－４６３０）

エイズ相談
ＨＩＶ抗体検査 毎月第1・第3月曜日 9：30～11：00 健康生活支援課 ※予約制（無料・匿名）

夷隅健康福祉センター　健康相談日程表

行事名 日時　☆受付時間　 場　所 対　象　者

男塾Night
9/7～
毎週

金曜日
19：00～20：30 Ｂ＆Ｇ海洋センター他 ※事前にお申し込みが必要です。詳細は12ページをご覧く

ださい。

骨粗鬆症予防検診

9/14

☆ 9：00～11：00

保健センター

以下に該当する女性
　19歳～35歳(昭和58年4月2日～平成12年4月1日生まれ)
　40歳(昭和53年4月2日～昭和54年4月1日生まれ)
　45歳(昭和48年4月2日～昭和49年4月1日生まれ)
　50歳(昭和43年4月2日～昭和44年4月1日生まれ)
　55歳(昭和38年4月2日～昭和39年4月1日生まれ)
　60歳(昭和33年4月2日～昭和34年4月1日生まれ)
　65歳(昭和28年4月2日～昭和29年4月1日生まれ)
　70歳(昭和23年4月2日～昭和24年4月1日生まれ)
※上記の年齢は平成31年4月1日を基準日としています

9/21 農村コミュニティー
センター

体力測定会
9/7 19：00～21：00

保健センター ※事前にお申し込みが必要です。詳細は12ページをご覧く
ださい。

9/11 10：00～12：00
13：30～15：00

おおたきウォーク♪
8/31 ☆8：30 保健センター

ウォーキングを行いたい方
※雨天の場合は、室内で体操を行います

9/28 ☆10：00 上瀑ふれあいセンター

☆大人の事業☆
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子 て 信育 通 №51

子育て支援センターからのお知らせ

お問い合わせ　ひだまり(みつば保育園)　　　８２－５５３０
　　　　　　　あおぞら(つぐみの森保育園)　８３－１４１１

≪８月７日(火)　トットくらぶ≫　
・場所…つぐみの森保育園（プール）
・時間…９時３０分～受付 １０時～開始 

≪８月２１日(火)　出前保育≫
・場所…つぐみの森保育園　　　　　　　
・時間…１０時～１１時　

『挑戦心フル稼働中！』
♧みつばぐみ♧

「何秒だってぶら下がれるよ！」
鉄棒名人の仲良し3人組

　男の子８人、女の子１０人、計１８人のみつばぐみ。毎日元気いっぱい楽しく過ごしていま
す。様々な遊びを楽しむ中で１人ひとりが自分の挑戦したいものを見つけ、頑張る様子が多く見
られます。仲良しなお友だちも、一緒に頑張る仲間でありながらも良きライバルとして、刺激し
合っているようです。
　９月には子ども達にとって保育園生活最後の運動会が待っています。練習から本番まで、クラ
ス全員の気持ちを１つにして、パワー全開で頑張りたいと思います！　　　

「いちについて～」
かけっこ・リレー大好きチーム

「１人で出来るようになったよ！」
可愛い竹馬コンビ

「目指すはワールドカップ！？」
サッカー大好きグループ
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小髙　悠
ゆ う り

莉ちゃん
(泉水)

塚田　しずくちゃん
（横山) 

麻生　依
い く み

來未ちゃん
(紙敷) 　

鈴木　智
とも

花
か

ちゃん
(笛倉)

嶋野　優
ゆ ず

珠ちゃん
(横山)

押樽　優
ゆう

心
と

ちゃん
(久保)

宮㟢　優
ゆう

愛
な

ちゃん
(下大多喜)

　６月１４日（木）に、保健センターで行われた３歳
児健診で、むし歯のなかったお子さんを紹介します。

関
せき

　莉
り ふ う

楓 さん

大多喜小学校
３年

渡
わたなべ

邉　育
いく

 さん

大多喜小学校
３年

　わたしのゆめは，服のデザイナーです。友だ
ちがかわいい服を着ていて、わたしも好きな服
を考えて着てみたくなりました。みんながすて
きに見える服を考えたいです。

　ぼくは、パティシエになりたいです。理由
は、ケーキを作ると楽しいからです。そして、
食べた人が笑顔になるとうれしいからです。
ケーキでみんなを笑顔にしたいです。

おめでとう8月生まれ ●誕生日の思い出に（0〜 3歳のうちに１回）
●掲載希望者は誕生月の 2カ月前までにご連絡
　ください。　　　　　　　　　☎ 82-2111

永島 律
りつ

　ちゃん

（１歳）
( 克俊さん・亜実さんの長男 )

船子

（パパ・ママからの一言）
　いつもおっとり、愛嬌たっぷりの律。ふにゃーっと
した笑顔でみんなを癒してくれるね︎♪
　最近は大きな声で犬の鳴きまね︎が出来るようになっ
たり、これからの成長が本当に楽しみです。いつも笑
顔で、元気に大きくなってね︎！

鈴木　大
だ い ち

智　ちゃん

（２歳）
( 智さん・智笑さんの長男 )

笛倉

（パパからの一言）
　アンパンマンと電車が大好きな大智。お姉ちゃんと
一緒に遊んだり歌も歌えるようになったね︎♪
　いつもフルパワーでわんぱくな大智にみんな元気を
もらってるよ！これからもいっぱい遊んで元気に成長
してね︎！！
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町
長
日
誌（
６
月
）

平成30年度
就学義務猶予免除者の

中学校卒業程度認定試験

お詫びと訂正

危険物取扱者保安講習の
実施について

返しきれない借金で
悩んでいませんか？

献血の実施について

普通救命講習の実施

善意の心を
ありがとうございます
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日時　8月17日（金）
場所　役場保健センター
受付時間　10時～11時45分まで
問合せ
　千葉県赤十字血液センター　

☎043−241−8332

講習種別　普通救命講習Ⅰ
　　　　  （3時間）
日時および場所
　9月9日（日）9時～12時
 （受付8時30分～8時55分）
　夷隅郡市広域市町村圏事務組

合勝浦消防署2階会議室（勝
浦市沢倉78番地32）

内容
　AEDを含む心肺蘇生法（成

人）、大出血時の止血法など

　平成30年度危険物取扱者保安
講習が10月5日（金）長生村文化
会館にて行われます。
受付期間
　8月20日（月）～8月24日（金）
受付場所
　夷隅郡市広域市町村圏事務組

合消防本部2階　予防課（夷隅
郡大多喜町船子73−2）

講習手数料
　千葉県収入証紙　4,700円分
※受講申請書は、消防本部・大多

喜分署などに用意してあります。
問合せ
　夷隅郡市広域市町村圏事務組合
　消防本部　予防課　予防係
　☎80−0132

　病気などやむをえない事由に
より、保護者が義務教育諸学校
に就学させる義務を猶予、又は
免除された子等について、国が
認定するために行う試験です。
合格者には高等学校の入学資格
が与えられます。
試験日　10月25日（木）
時　間　10：00～15：40
会　場　後日公表
科　目　国語、社会、数学、
　　　　理科、英語
出　願　8月20日（月）～
　　　　9月7日（金）
問合せ　大多喜町教育委員会
　　　　☎82−3010

　千葉財務事務所では、無料の債
務相談窓口を開設しています。
受付時間　月～金（祝祭日を除

く）8時30分から正午、13時

　広報おおたき7月号（No.598）
10ページ、「歯周病検診につい
て」に関する記事の一部に誤り
がございましたので、訂正して
お詫びいたします。
訂正箇所　いすみ医療センター

では歯周病検診実施している
と記載しておりましたが、正
しくは実施しておりません。

大多喜町ふるさとづくり寄附金（６月分)
・申込件数　234件
・申込金額　11,000,000円
　なお、ホームページには寄附
を公表してもよいという方の氏
名を掲載しています。こちらも
ご覧ください。
〈九州北部地方大雨災害義援金〉
・コレット商事(有)
　取締役　岩瀬　秀子　お客様
　232名
〈熊本地震災害義援金〉
・コレット商事(有)
　取締役　岩瀬　秀子　お客様
　232名
〈東日本大震災義援金〉
・コレット商事(有)
　取締役　岩瀬　秀子　お客様
　232名
〈社会福祉協議会福祉基金〉
・髙橋輪業(株)様（船子）

１３，６３５円
・大多喜高等学校福祉委員会様

　２３，８９０円

対象および人員
　中学生以上の方30名
講習費用　無料
その他
　講習修了者には修了証を交付

します。
申込み方法
　実施日の3日前までに大多喜

分署（☎80−0135）に直接
または電話にて申込み

問合せ
　夷隅郡市広域市町村圏事務組

合消防本部　警防係　
　☎80−0133

から16時30分まで
問合せ　財務省　千葉財務事務

所　債務相談窓口
　☎043−251−7830
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相続登記はお済みですか！
相談無料　　　土日祝日ＯＫ
TEL　０４７０－６２－５２８６
FAX　０４７０－６２－５２８７
大多喜町西部田１０６番地

千葉司法書士会会員
司法書士　江沢正明事務所

物解体建 見積
無料

学校・子ども会資源回収対応致します。
連絡先 ホームページ㈲妻本商店 妻本商店

検索鴨川本社 ０１２０-077-261

社会福祉法人千葉いのちの電話
第31期ボランティア相談員の

募集について
大多喜県民の森行事予定

第2回歴史研究講座
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　社会福祉法人　千葉いのちの
電話では、第31期ボランティア
相談員を募集します。
応募資格
①年齢20歳以上（2018年4月現

在）
②試験・経験不問
③基礎研修講座第Ⅰ～Ⅳの各課

程を原則全出席と宿泊研修に
出席できること

研修期間　2018年9月～2020
年2月

受講料　有料
申込締切　8月13日（月）必着
問合せ・申込み先　社会福祉法

人千葉いのちの電話　事務局
（月～金　9時から17時）

●竹とんぼ教室
日にち　8月25日（土）
時　間　9時30分から11時30分まで
実施内容　羽に和紙をはり、色鮮

やかな竹とんぼ作りを学びます。
募集人員　10名
参加費　500円
●竹工作体験
日時　毎日 9時～11時まで・

13時～15時まで
実施内容　笛や水鉄砲、竹トンボ

等の工作体験をします。
参加費　100円～300円
問い合せ先　大多喜県民の森管

理事務所　☎82−3110

日　時　8月18日（土）
　　　　13時30分から15時まで
場　所　大多喜町中央公民館研

修室
演　題  「久留里城の歴史」
講　師　平塚　憲一　先生
 （久留里城址資料館　副館長）
受講料　1,000円（会員は無料）
問合せ
　上総大多喜城立葵の会事務局
　☎82−2196（大多喜町観光本

陣内）

　☎043−222−4322
　ホームページ　千葉いのちの

電話

　「暮らし続けられる地域」を
支える交流拠点
として、子ども
からお年寄りま
で幅広い住民が
気軽に利用でき
る「上総中野駅
前よってけ家」
では、流木や木
の実などを使っ
た、オブジェや
掲示板などを作

成できる流木アート教室を開催
します。
日時　8月5日（日）、24日（金）、
　25日（土）10時から15時まで
場所　上総中野駅前　よってけ家
申込み　各日5名程度。作成時

間が1時間程度かかりますの
で、時間で予約ください。飛
び込みでも、簡単なものは作
れます。

参加費　1,000円（材料費＋寺
の下カフェ　COCOROのか
ぐや姫セット（おもてなし茶
菓）で一息つくサービス付）

問合せ　上総中野駅前よってけ
家（担当：寺の下カフェ　
COCORO　吉野）☎83−0272
（木曜～日曜、11時30分から
15時まで）

夏休み親でも子でも流木アート教室
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おはなし会・えいが会（子供向け）
8月19日（日）10時30分から
■おはなし会　内容
・いそがしいよる・れいぞうこ（大型）
・なつのいちにち・やさいのおなか
■えいが会　14時から

休館日
６日、１３日、２０日、２７日

烏百花　蛍の章〜八咫烏外伝〜
阿部　智里（著）

 
　八咫烏の一族が支配する異世界・山内。
壮大な歴史の流れの中、語られなかった人
気キャラクターたちの過去と恋愛を描い
た、「しのぶひと」など全６編を収録。

夏休みは涼しい図書館
で過ごしませんか

・おまじない　　　　　　　　　西　加奈子(著)
・連続殺人鬼カエル男ふたたび　中山　七里(著)
・雲上雲下　　　　　　　　　　朝井　まかて（著）
・コンビニ仮面は知っている　　藤本　ひとみ（著） 
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新 刊紹介

8月のスケジュール
本だな

大多喜図書館天賞文庫だより
☎82－2459

新譜ＤＶＤ

新譜ＣＤ

寄贈本

戦争に関する資料収集にご協力ください

大人のための朗読会

　夏休みの期間中は研修室を調べ学習用に終日開放します。
また、期間中は研修室でのみ飲食可とします。開放の期間
や時間は以下のとおり
１.開放期間　7月14日（土）～9月2日（日）の間で、
　　　　　　 研修室を使用する事業がない日
２.開放時間　9時～17時（飲食可能時間12時～13時）

・前置詞キャラ図鑑　　　　　　　　　　　　　関　正生（著）

・プラチナムベスト松山千春　　　　　　　　松山　千春（歌）

・怪盗グルーの月泥棒　　・借りぐらしのアリエッティ
・ズートピア

お知らせ

　図書館では、戦争に関する図書資料の収集・保存を
行っていますが、さらに町民の皆さまに広く呼びかけて
太平洋戦争、日清・日露戦争等の資料も収集することに
しました。
　戦争の悲惨さや平和の尊さを次世代に伝えるために、
戦争に関する資料の無償提供について御理解と御協力を
お願いいたします。　

 【戦争に関する収集の対象とする資料】
　戦争体験者の手記、写真、地図、手紙、はがき（戦地と
家族の間でやりとりされていたものなど）等の図書資料。

第１４回大人のための朗読会を開催します。
日時　８月２日（木）、９日（木）１０時から
場所　研修室

お
す
す
め
本

広報おおたき No.599　H30.7.24 22



ごみ収集日：可燃⇒可燃ゴミ、紙類・衣類⇒新聞紙・雑誌・ダンボール・衣類等、缶類⇒スチール・アルミ・一斗缶等、
　　　　　　ペット⇒ペットボトル・食用廃油・プラマーク製品、不燃⇒その他不燃ゴミ（ガラス・金属・ポリ容器等）
　　　　　　びん⇒飲用できるびん

こども急病電話相談　毎日夜間　午後７時～１０時 　☎＃８０００（ダイヤル回線からは０４３－２４２－９９３９）

日 曜 行　　　事 場　　所 時　刻 ごみ収集

1 水
リズムウオーキング教室 B&G体育館 14:00～

（可燃）
スイミング道場 B&Gプール 18:30～

2 木 （不燃）

3 金 農業委員会総会 役場大会議室 14:00～ （可燃）

4 土
青少年のつどい夷隅地区スポーツ
レクリエーション大会

いすみ市立国吉中
学校 9:00～

水泳教室（幼児・ジュニア） Ｂ＆Ｇプール 14:00～16:00

5 日 子ども習字教室 中央公民館 10:00～11:30

6 月 心配ごと相談（日常生活上の相談） 福祉センター 9:00～12:00 （可燃）

7 火 トットくらぶ つぐみの森保育園 9:30～11:30 （ペット）

8 水
リズムウオーキング教室 B&G体育館 14:00～

（可燃）
スイミング道場 B&Gプール 18:30～

9 木 （缶類）

10 金 （可燃）

11 土 山の日　水泳教室（幼児・ジュニア） Ｂ＆Ｇプール 14:00～16:00

12 日 （休日受付）

13 月 （可燃）

14 火 （ペット）

15 水 （可燃）

16 木 （びん）

17 金 （可燃）

18 土

19 日

おはなし会 図書館 10:30～	

えいが会 図書館 14:00～	

子ども習字教室 中央公民館 10:00～11:30

20 月
心配ごと相談（結婚相談、人権相
談、行政相談、年金相談、労災、
雇用保険相談）

福祉センター 10:00～15:00 （可燃）

21 火 出前保育 つぐみの森保育園 10:00～11:00 （ペット）

22 水
おもいやりの会　老川・西畑 福祉センター

（可燃）
リズムウオーキング教室 B&G体育館 14:00～

23 木 （紙類・衣類）

24 金 ぬくもり給食会 福祉センター 11:30～ （可燃）

25 土

26 日

27 月 心配ごと相談（日常生活上の相談） 福祉センター 9:00～12:00 （可燃）

28 火
ひまわり会 福祉センター

（ペット）
町子ども会リーダー研修会 千葉県立君津亀山

少年自然の家 8:00～

29 水 リズムウオーキング教室 B&G体育館 14:00～ （可燃）

30 木 （不燃）

31 金 （可燃）

8月 葉
はづき

月
August

《夜間・日曜・祝日など》
夷隅郡市広域市町村圏
事務組合消防本部
☎８０－０１１９

◇当番医の紹介◇

人口と世帯
平成３０年7月１日現在

人　口 ９, ２２７人（−１５）
男 ４, ５０４人（−　７）
女 ４, ７２３人（−　８）

世帯数 ３, ８１１世帯（−　３）
（　）は、前月比

慶　弔（6月届）
出　生 ２人
死　亡 １２人

転出入（6月届）
転　入 １２人
転　出 １７人

交通事故発生状況

発生件数 ９件（２７）
死 者 数 ０人（　０）
傷 者 数 １０人（２８）

６月中（人身事故件数）

（　）は、１月からの累計

火災件数 ０件（　　３）

救急件数 ３５件（２５０）

内訳
１件（　１５）

２０件（１４７）
１４件（　８８）

交通事故
急　　病
そ  の  他

おおたき119 (6月中)

（　）は、１月からの累計

夷隅広域健康相談ダイヤル24
フリーダイヤル　0120-143-251
（24時間/年中無休）
例えばこんな時、お電話ください。
不意のケガで応急処置を知りたい/家
族の介護のことで相談したい/休日に
受診できる病院を教えてほしい/真夜
中の急病で誰にも連絡できない時/メ
ンタルヘルスの相談　など
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別
会
場
で
行
わ
れ
た
”交
流

都
市
の
Ｐ
Ｒ
“
で
は
、
手
作
り

甲
冑
を
着
用
し
た
町
職
員
と
と

も
に
、
大
多
喜
町
の
歴
史
や
観

光
、
大
河
ド
ラ
マ
誘
致
運
動
な

ど
を
Ｐ
Ｒ
さ
せ
て
い
た
だ
き
大

好
評
で
し
た
。

　

今
回
の
視
察
で
得
た
こ
と

を
、
今
後
の
議
会
活
動
に
生
か

し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

６
月
３
日
、
日
曜
議
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

こ
の
日
曜
議
会
は
、
多
く
の
方
に

議
会
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
町

政
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
、
平
成
24
年
か
ら
６
月
会
議
の

初
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

７
回
目
を
向
か
え
た
今
回
は
８
名

の
方
が
傍
聴
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
29
日
、
本
町
と
交
流

の
あ
る
荒
川
区
の
都
立
汐
入

公
園
で
開
催
さ
れ
た
「
第
32

回
川
の
手
荒
川
ま
つ
り
」
を

福
祉
経
済
常
任
委
員
会
で
視

察
し
ま
し
た
。

　

荒
川
区
と
交
流
の
あ
る
全

国
の
27
の
行
政
区
が
、
”

ふ
る
さ
と
市
“
に
出
店
し
て

お
り
、
老
若
男
女
の
多
く
の

来
場
者
で
賑
わ
い
、
同
時
開

催
で
、
第
39
回
商
業
祭
や
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

”ふ
る
さ
と
市
“
の
大
多

喜
町
の
ブ
ー
ス
に
は
、
開
店

と
同
時
に
タ
ケ
ノ
コ
・
野
ぶ

き
な
ど
を
購
入
に
み
え
ら
れ

▶
手
作
り
甲
冑
、
陣
羽
織
姿
で
大

多
喜
町
を
Ｐ
Ｒ

　

写
真
右
か
ら

　

麻
生
勇
副
議
長
、
西
川
栄
一
産

業
振
興
課
長
、
野
村
賢
一
議

長
、
渡
辺
泰
宣
福
祉
経
済
常
任

委
員
会
委
員
長
、
山
田
久
子
議

員
、
渡
辺
善
男
議
員

   ▲タケノコや野ぶき、
　ワラビなどを販売

▶
店
舗
の
前
に
は
多
く
の

　

お
客
さ
ま
が

議
会
活
動
ト
ピ
ッ
ク
ス

日
曜
議
会
を
開
催

８
名
の
方
が
傍
聴

荒
川
区
第
32
回

　

川
の
手
荒
川
ま
つ
り
を
視
察

編
集　

議
会
報
編
集
委
員
会

お
お
た
き

た
常
連
客
さ
ん
の
列
が
。

　

私
た
ち
も
、
陣
羽
織
を
羽

織
、
ブ
ー
ス
前
で
大
多
喜
町

の
雰
囲
気
づ
く
り
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
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平成３０年第１回議会定例会

　６月３日、５日の２日間開催し、条例改正３
件、補正予算１件、諮問１件、請願２件など９
議案の審議を行い、すべて原案のとおり可決、
採択しました。
　また、税条例の一部改正などの専決処分や学
校給食費、水道料金の債権放棄の報告のほか、
一般質問は７名の議員が行いました。
　３日は町政運営や議会活動をより多くの方に
知っていただくため、傍聴しやすい日曜日に開
催しました。
　議案の内容や一般質問は、紙面の都合で要約
して掲載しています。詳しい内容は、町ホーム
ページや閲覧用会議録をご覧ください。

  人権擁護委員５名うち、細谷光江委員（庄
司）の任期が平成30年9月30日満了となること
から、後任として髙橋恒子氏（小内）を推薦す
ることを承認しました。

　平成３０年度国民健康保険税の税率を千葉県
から示された「標準保険料率」を参考に改正し
ました。
　主な改正内容
　・資産割額の廃止
　・医療分、介護分の均等割額、平等割額の引き下げ
　・医療分、介護分の所得割額（税率）の引き下げ
　・支援金分の所得割額（税率）の引き上げ
（詳しい内容は９ページをご覧ください。）

　６月２７日に開催し、契約の締結１件、補正
予算１件、損害賠償の額を定めること１件の審
議を行い、すべて原案のとおり可決しました。

　契約金額1億8,888万5,520円で旭化成ホーム
ズ株式会社千葉支店と契約することを可決しま
した。

６月会議

人権擁護委員候補者の推薦を承認

国民健康保険税の税率を改正

横山宮原住宅（第２期）建設工事請負
契約を可決

（一般会計）
公有財産購入費、国保国吉病院負担
金、有害鳥獣駆除対策事業などを補正

千葉県消防操法大会出場経費を補正

損害賠償の額を決定

専決処分等の報告　３件

学校給食費、水道料金の債権放棄の報告

　歳入歳出予算の総額に1,667万7千円を追
加し、総額を49億7,367万7千円とする一般
会計補正予算を可決しました。
　主な補正内容
・庁舎管理費（公有財産購入費）

 654万2千円
・保健衛生事務費（国保国吉病院負担金）

520万円
・有害鳥獣駆除対策事業（イノシシ棲み家
　撲滅特別対策事業補助金）

 370万4千円
・養育医療給付事業（養育医療給付費）

60万円

　平成２９年度一般会計予算のうち繰り越し
をした５つの事業のほか、平成３０年３月３１
日専決処分により改正した町税条例及び国民健
康保険税条例について報告がありました。

　町債権管理条例に基づき、時効期間が満
了、債務者が生活困窮状態や死亡、行方不
明など納付の見込みがない債権を放棄しま
した。
　放棄した債権の件数及び金額
・学校給食費　124件　 52万1,085円
　　放棄した時期　平成30年3月31日
・水道料金　　121件　154万3,109円
　　放棄した時期　平成30年3月30日

　歳入歳出予算の総額に345万9千円を追加
し、総額を49億7,713万6千円とする一般会
計補正予算を可決しました。
　補正の内容
　・千葉県消防操法大会出場経費　345万9千円

　平成30年4月22日に起きた公用車による
車両事故の損害賠償額を65万5,219円に決
定しました。

６月第２回会議
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議案
番号

件名と主な内容
（件名は一部省略しています）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 議長

議
決
結
果

野
中
　
眞
弓

志
関
武
良
夫

渡
辺
　
善
男

根
本
　
年
生

吉
野
　
僖
一

麻
生
　
　
剛

渡
辺
　
泰
宣

麻
生
　
　
勇

吉
野
　
一
男

末
吉
　
昭
男

山
田
　
久
子

野
村
　
賢
一

6月会議
請　願
第１号

「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意
見書」採択に関する請願書
(請願者）子どもたちの豊かな育ちと学びを支
援する教育関係団体千葉県連絡会

採択 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

請　願
第２号

「国における平成３１年度教育予算拡充に関す
る意見書」採択に関する請願書
(請願者）子どもたちの豊かな育ちと学びを支
援する教育関係団体千葉県連絡会

採択 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

発　議
第２号

義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見
書の提出について……請願第1号の採択を踏
まえ、その趣旨に沿い、関係行政庁に意見書
を提出するもの。

可決 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

発　議
第３号

国における平成３１年度教育予算拡充に関す
る意見書の提出について……請願第2号の採
択を踏まえ、その趣旨に沿い、関係行政庁に
意見書を提出するもの。

可決 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

諮　問
第１号

人権擁護委員候補者の推薦について……人
権擁護委員のうち1名が平成30年9月30日を
もって任期満了となることから、後任として
髙橋恒子氏（小内）を推薦することの意見を
求めるもの。

適 任 と
認める 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第28号

放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部を改正する条例
の制定について……放課後児童支援員の資格
要件に中学校卒業者を含めることを追加する
などの改正。

可決 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第29号

国民健康保険税条例の一部を改正する条例の
制定について……国民健康保険制度の広域化
に伴い、県から示された標準保険料率を参考
に国保税率の改正をおこなうもの。

可決 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第30号

指定地域密着型サービスの事業の人員、設備
及び運営に関する基準等を定める条例の一部
を改正する条例の制定について……指定地域
密着型サービス事業者指定の申請者資格要件
を改正するもの。

可決 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第31号

平成３０年度一般会計補正予算（第１号）…
庁舎管理費、保健衛生事務費、有害鳥獣駆除対
策事業費など1,667万7千円を追加し、補正後
の予算総額を49億7,367万7千円とするもの。

可決 ● 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

６月第２回会議
議　案
第32号

横山宮原住宅（第2期）建設工事請負契約の
締結について……横山宮原住宅（第2期）建
設工事請負契約を締結することについて議会
の議決を求めるもの。

可決 ● 〇 〇 ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 －

議　案
第33号

損害賠償の額を定めることについて……公用
車による車両事故の損害賠償額を定めるもの。 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議　案
第34号

平成３０年度一般会計補正予算（第２号）に
ついて……消防団運営事業345万9千円を追加
し、補正後の予算総額を49億7,713万6千円と
するもの。

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

審議結果 賛成…○　反対…●　欠席…欠　（野村議長は採決に加わりません）
議席番号
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質　問　議　員 質　問　事　項

根
ね も と

本　年
と し お

生
１．持続的な集落の維持、活性化のために早急な空き家、空き土地、空き店舗の
　　対策を行う必要性について
２．特別養護老人ホームの施設運営について

吉
よ し の

野　僖
き い ち

一
１．今後の国際交流について
２．町道会所麻綿原線について

山
や ま だ

田　久
ひ さ こ

子
１．子育て支援対策の強化について
２．消防団員確保のための支援制度創設について
３．地域集会所のバリアフリー化事業について

吉
よ し の

野　一
か ず お

男
１．特別養護老人ホームの今後の見通しについて
２．大多喜老人福祉センターの今後の見通しについて

渡
わたなべ

辺　善
よ し お

男
１．若者の定住化施策の拡充について
２．地域資源を活用した観光まちづくり事業の推進について

麻
あそ う

生　　剛
たけし １．明日の大多喜高校のためのＳＧＨ導入について

２．房総の小江戸の復活、城下再生への道について

野
の な か

中　眞
ま ゆ み

弓
１．教職員の働き方と部活動の改革について
２．保育園の給食費の無料化について
３．緊急通報システムの改善について

町　政　を　問　う
一般質問（６月会議）

　６月会議の一般質問は、６月３日（日）と５日（火）にそれぞれ３０分以内で行われました。
　質問、答弁の概要を次のページ以降掲載してありますが、掲載順は３日の日曜議会での一般質
問順となります。

次回の議会定例会は９月４日（火）午前１０時から開
会する予定です。
どなたでも傍聴できます。
傍聴を希望される方は
議会事務局までお越しください。
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問問

問問

問

問問

根本年生　議員

税
務
住
民
課
長

建
設
課
長

建
設
課
長

建
設
課
長

企
画
課
長

建
設
課
長

人
口
減
少
が
進
む
中
、
今

後
、
空
き
家
の
増
加
は
必

然
的
で
あ
り
、
適
切
に
管
理
さ
れ

て
い
な
い
空
き
家
が
防
災
、
環
境

面
で
地
域
住
民
の
生
活
環
境
に
深

刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
避
け

ら
れ
ま
せ
ん
。
い
か
が
か
。

今
後
更
に
空
き
家

が
増
え
た
場
合
に

は
、
地
域
住
民
の
生
活
環
境
に
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
現
段
階
で
は
、
管
理
不
全
な

状
態
に
あ
る
空
き
家
等
に
対
す
る

措
置
に
つ
い
て
定
め
る
「
空
き
家

等
の
適
正
管
理
条
例
」
の
制
定
に

向
け
努
力
し
て
い
き
た
い
。

以
前
の
議
会
で
早
急
に
そ

の
対
策
を
と
る
と
の
答
弁

が
あ
っ
た
が
い
か
が
か
。

条
例
案
に
つ
い
て

検
討
を
し
て
い
ま

す
が
、
現
時
点
で
は
議
案
提
案
ま

で
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
早

急
に
関
係
課
で
協
議
し
て
い
き
た

い
。

空
き
家
の
実
態
調
査
を
行

い
、
協
議
会
を
つ
く
り
、

空
き
家
対
策
計
画
を
作
成
し
、
真

剣
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
い
か
が
か
。協

議
会
に
つ
い
て

は
、
空
き
家
対
策

等
の
対
策
計
画
を
策
定
す
る
場

合
、
協
議
会
を
設
置
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
計
画
を
策
定
す

る
際
に
は
、
協
議
会
を
設
置
し
、

幅
広
く
意
見
を
求
め
て
い
き
た

い
。

国
の
補
助
金
を
受
け
て
空

き
家
対
策
を
行
う
べ
き
で

は
な
い
か
。

空
き
家
の
活
用
に

向
け
た
補
助
事
業

の
対
象
と
す
る
に
は
、
空
き
家
対

策
計
画
の
策
定
が
前
提
と
な
っ
て

い
ま
す
。
現
在
、
町
総
合
計
画
で

は
空
き
家
等
を
活
用
し
た
移
住
促

進
等
の
計
画
は
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
補
助
事
業
の
対
象
と
な
る
計
画

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
計
画
の

見
直
し
や
新
た
な
施
策
等
必
要
と

な
っ
た
場
合
、
関
係
課
と
協
議
し

て
い
き
た
い
。

所
有
者
不
明
土
地
、
相
続

登
記
未
了
に
関
す
る
件
も

重
要
で
あ
る
が
い
か
が
か
。

相
続
登
記
未

了
の
土
地
へ

の
固
定
資
産
税
の
課
税
に
つ
き
ま

し
て
は
、
相
続
登
記
が
終
わ
る
ま

で
の
間
、
相
続
人
代
表
者
の
指
定

届
出
書
を
提
出
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

空
き
土
地
対
策
も
大
切
で

あ
る
。
以
前
空
き
土
地
バ

ン
ク
の
創
設
に
つ
い
て
前
向
き
な

発
言
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

現
状
の
体
制
の
中

で
は
、
新
た
な
制

度
創
設
に
つ
い
て
は
厳
し
い
状
況

で
、
大
き
な
進
捗
は
あ
り
ま
せ

ん
。
な
お
、
国
土
交
通
省
で
は
昨

年
10
月
か
ら
「
全
国
版
空
き
家
・

空
き
地
バ
ン
ク
」
の
試
行
運
用
を

開
始
し
て
い
ま
す
。
本
町
で
も
こ

の
制
度
に
参
加
し
、
現
在
空
き
家

に
つ
い
て
の
み
登
録
を
し
て
い
ま

が
、
今
後
も
空
き
土
地
バ
ン
ク
制

度
創
設
に
向
け
、
運
用
方
法
の
協

議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　

空
き
家
問
題
を
解
決
す
る

と
い
う
強
い
決
意
が
必
要

だ
と
思
う
が
い
か
が
か
。

空
き
家
に
対
す
る
考

え
は
皆
さ
ん
と
同
じ

だ
と
思
い
ま
す
。
地
域
住
民
の
環

境
に
悪
影
響
を
与
え
る
と
こ
ろ
な

ど
は
早
急
に
対
応
し
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。

問　今後の国際交流について
答　町国際交流協会と連携を図り進めていきたい　

問　早急な空き家対策を行う必要性について
答　管理条例の制定に向けて努力したい　

町
　
長
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問

問

問

問

メ
キ
シ
コ
大
統
領
友
好

の
塔
の
復
元
に
つ
い
て

町
道
会
所
麻
綿
原
線
の

改
良
に
つ
い
て

吉野僖一　議員

生
涯
学
習
課
長

生
涯
学
習
課
長

建
設
課
長

総
務
課
長 メ

キ
シ
コ
合
衆
国
ク
エ
ル

ナ
バ
カ
市
と
の
姉
妹
都
市

締
結
か
ら
40
周
年
を
迎
え
表
敬
訪

問
さ
れ
ま
し
た
。

　

姉
妹
都
市
締
結
か
ら
現
在
ま
で

の
経
緯
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

姉
妹
都
市
締
結
に

つ
き
ま
し
て
は
、

１
６
０
９
年
岩
和
田
沖
で
遭
難
し

た
フ
ィ
リ
ピ
ン
総
督
ド
ン
・
ロ
ド

リ
ゴ
一
行
の
乗
組
員
を
地
元
漁
民

が
救
助
し
、
時
の
領
主
本
多
忠
朝

が
大
多
喜
城
に
迎
え
、
手
厚
く
も

て
な
し
た
こ
と
が
背
景
に
あ
り
ま

す
。

　

町
で
は
、
昭
和
50
年
に
大
多
喜

城
が
再
建
さ
れ
、
大
多
喜
城
下

と
ド
ン
・
ロ
ド
リ
ゴ
総
督
の
関
係

を
大
多
喜
お
城
ま
つ
り
に
よ
っ
て

再
現
し
て
後
世
に
伝
え
、
メ
キ
シ

コ
合
衆
国
と
の
親
善
を
深
め
る
た

め
、
メ
キ
シ
コ
大
使
を
招
待
し
た

と
こ
ろ
、
昭
和
53
年
11
月
１
日
、

メ
キ
シ
コ
合
衆
国
ロ
ペ
ス
・
ポ
ル

テ
ィ
ー
ヨ
大
統
領
が
大
多
喜
町
と

御
宿
町
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
、
ロ
ペ
ス
大
統
領
の
日
本

訪
問
に
先
立
ち
大
多
喜
町
、
御
宿

町
の
両
町
長
が
メ
キ
シ
コ
合
衆
国

を
訪
問
し
、
本
町
で
は
ク
エ
ル
ナ

バ
カ
市
と
姉
妹
都
市
協
定
を
締
結

し
た
も
の
で
す
。

　

そ
の
後
の
ク
エ
ル
ナ
バ
カ
市
へ

の
親
善
訪
問
は
、
観
光
協
会
、
町

国
際
交
流
協
会
の
訪
問
を
含
め
今

回
で
４
度
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
ま
で
少
年
野
球
な
ど
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
の
交
流

が
あ
っ
た
が
、
今
後
の
国
際
交
流

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

今
回
の
訪
問

を
契
機
に
、

今
後
ど
の
よ
う
な
交
流
が
図
れ
る

の
か
町
国
際
交
流
協
会
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
文
化
的
、
経
済
的

交
流
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
台
湾
の
集
集
鎮
や
中

国
の
蘇
州
市
な
ど
の
都
市
と
も
交

流
を
深
め
、
国
際
交
流
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

メ
キ
シ
コ
通
り
起
点
の
メ

キ
シ
コ
大
統
領
友
好
の
塔

の
復
元
に
つ
い
て
、
町
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

メ
キ
シ
コ
大

統
領
友
好
の

塔
の
再
設
置
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昨
年
度
か
ら
検
討
会
を
開
催
し
、

設
置
に
向
け
た
検
討
を
行
っ
て
い

ま
す
。

町
道
会
所
麻
綿
原
線
に
つ

い
て
は
道
が
狭
す
ぎ
る
。

安
全
対
策
と
し
て
拡
幅
等
道
路
改

良
す
る
予
定
が
あ
る
の
か
。

町
道
会
所
麻
綿
原

線
は
、
会
所
地
先

か
ら
麻
綿
原
ま
で
の
延
長
約
４
．

７
㎞
で
、
起
点
の
会
所
か
ら
会
所

貯
木
場
ま
で
の
約
２
．
２
㎞
は
改

良
済
み
で
、
残
り
２
．
５
㎞
は
未

改
良
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
未
改
良
区
間
は
、
地
形
が

急
で
険
し
く
、
道
路
改
良
を
す

る
に
は
多
く
の
土
地
と
多
額
の
経

費
、
長
い
年
月
が
か
か
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
の
で
、
拡
幅
等
道
路

改
良
工
事
は
難
し
い
と
考
え
ま

す
。

問　今後の国際交流について
答　町国際交流協会と連携を図り進めていきたい　

▲町道会所麻綿原線
　麻綿原まで約1.5㎞地点

▶
大
多
喜
高
校
入
口
付
近
に
設
置
し

　

て
あ
っ
た
メ
キ
シ
コ
大
統
領
友
好

　

の
塔
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問問

問

問

問問問

病
児
・
病
後
児
制
度
、

一
時
保
育
、
遊
び
場
に

つ
い
て

集
会
所
バ
リ
ア
フ
リ
ー

事
業
補
助
金
制
度
の
創

設
を

教
育
課
長

教
育
課
長

教
育
課
長

企
画
課
長

教
育
課
長

教
育
課
長

教
育
課
長

平
成
27
年
12
月
会
議
後
の

病
児
・
病
後
児
制
度
の
進

捗
状
況
と
今
後
の
方
針
を
伺
う
。

地
域
医
療
機
関
と

の
連
携
や
広
域
で

の
取
り
組
み
を
検
討
し
ま
し
た

が
、
町
内
に
施
設
を
設
置
す
る
こ

と
が
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
小
児
科
の
あ
る
病
院
が

開
業
等
さ
れ
た
場
合
に
設
置
協
議

を
し
て
い
き
た
い
。

こ
の
件
は
町
の
実
施
計
画

に
う
た
わ
れ
て
い
る
。
町

は
実
施
計
画
を
ど
の
よ
う
に
考
え

作
っ
て
い
る
の
か
。
計
画
の
重
み

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か

見
解
を
伺
う
。

問　更なる子育て支援の強化を
答　現状では病児・病後児などの施設設置は困難な状況です

問　特別養護老人ホームの今後の見通しについて
答　施設のあり方など検討していきたい

現
在
、
実
施
に
至

っ
て
い
な
い
状
況

で
す
が
、
今
後
も
重
点
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

町
外
の
病
児
・
病
後
児
施

設
を
利
用
し
た
場
合
、
利

用
料
金
の
一
部
助
成
は
で
き
な
い

も
の
か
。

利
便
性
（
利
用
す

る
際
の
送
迎
時
間
）

や
施
設
の
定
員
数
、
利
用
実
績
等

を
勘
案
す
る
と
、
現
時
点
で
は
助

成
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

当
日
で
も
一
時
保
育
事
業

が
利
用
し
や
す
い
よ
う
に

申
込
制
度
の
緩
和
が
で
き
な
い
も

の
か
。

利
用
す
る
７
日
前

ま
で
に
申
し
込
む

こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、
や
む
を

得
な
い
理
由
の
場
合
は
、
平
日
で

あ
れ
ば
当
日
の
申
し
込
み
で
も
利

用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

子
育
て
の
お
手
伝
い
を
お

願
い
で
き
る
支
援
策
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
事
業
の

創
設
を
し
て
は
ど
う
か
。
病
児
・

山田久子　議員

病
後
児
対
策
の
対
応
が
で
き
る
場

合
も
考
え
ら
れ
る
が
ど
う
か
。

事
業
を
実
施
す
れ

ば
子
育
て
支
援
に

は
有
効
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、

現
在
実
施
し
て
い
る
一
時
保
育
事

業
と
重
複
す
る
部
分
も
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
事
業
実
施
に
は
、
か
な

り
の
労
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
現
在
の
体
制
で
の
実
施
は
困

難
と
考
え
ま
す
。

屋
内
や
屋
外
の
遊
び
場
の

整
備
を
求
め
る
声
が
あ
る

が
い
か
が
か
。

平
日
で
あ
れ
ば
、

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
休
日
等
に
町
の
空
き
施
設
を

活
用
す
る
こ
と
は
、
管
理
面
な
ど

整
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
安

全
面
等
を
考
慮
し
、
休
日
の
屋
内

の
遊
び
場
の
整
備
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

県
民
の
森
に
遊
び
場

を
計
画
し
た
が
県
と

の
協
議
で
実
現
し
な
か
っ
た
。

　

整
備
を
あ
き
ら
め
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。

地
域
集
会
所
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
事
業
補
助
金
制
度

を
新
設
し
、
洋
式
便
器
へ
の
改

修
、
集
会
所
内
外
の
ス
ロ
ー
プ
や

手
す
り
の
設
置
な
ど
、
集
会
所
整

備
を
し
て
い
た
だ
く
機
会
に
し
て

は
ど
う
か
。

地
域
集
会
施
設
の

改
修
に
つ
い
て
は
、

１
０
０
万
円
を
超
え
る
事
業
に
対

し
て
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

１
０
０
万
円
未
満
の
改
修
工
事

の
補
助
要
望
等
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
今
後
希
望
調
査
の
実
施
に
つ

い
て
検
討
し
た
い
。

町
　
長
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問問

問

問

問

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

今
後
に
つ
い
て

老
人
ホ
ー
ム
所
長

老
人
ホ
ー
ム
所
長

老
人
ホ
ー
ム
所
長

少
子
高
齢
化
が
急
激
に
進

行
し
て
お
り
、
高
齢
者
の

み
の
世
帯
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
町
で
運

営
し
て
い
る
た
め
、
比
較
的
安
い

料
金
で
利
用
が
で
き
、
安
心
感
か

ら
ま
す
ま
す
需
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。
次
の
こ
と
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　

臨
時
職
員
の
採
用
方
法
と
賃
金

や
手
当
を
増
や
す
予
定
は
あ
る
の

か
。

臨
時
介

護
士
と

し
て
今
年
度
、
外
国
人
技
能
実
習

生
３
名
の
受
け
入
れ
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
賃
金
に
つ
い
て
は
、
夜

勤
時
の
賃
金
改
正
を
平
成
30
年
度

実
施
し
て
い
ま
す
。

今
の
施
設
よ
り
少
人
数
で

運
営
が
可
能
と
な
る
小
規

模
な
地
域
密
着
型
の
施
設
と
し
て

問　特別養護老人ホームの今後の見通しについて
答　施設のあり方など検討していきたい

運
営
を
継
続
す
る
こ
と
は
考
え
ら

れ
な
い
か
伺
い
た
い
。

職
員
の

増
員
が

ま
ま
な
ら
な
い
場
合
は
、
現
行
の

職
員
で
運
営
が
可
能
な
規
模
で
施

設
を
運
営
す
る
こ
と
も
検
討
の
一

つ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

地
域
密
着
型
へ
移
行
し
た
場

合
、
原
則
的
に
利
用
可
能
な
方
は

町
内
在
住
に
限
ら
れ
ま
す
の
で
、

業
務
内
容
や
施
設
管
理
の
抜
本
的

な
見
直
し
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

施
設
の
方
向
性
に
つ
い
て

示
す
こ
と
は
可
能
か
伺
い

た
い
。

入
所
者

の
高
齢

化
や
介
護
士
不
足
等
に
よ
り
、

近
年
は
赤
字
経
営
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
ず
は
赤
字
幅
の
縮
小
に
努
め

る
と
同
時
に
、
体
制
の
立
て
直
し

を
図
り
、
併
せ
て
施
設
の
あ
り
方

や
規
模
を
縮
小
し
て
の
運
営
や
地

域
密
着
型
施
設
を
は
じ
め
、
あ
ら

ゆ
る
方
法
を
検
討
し
た
い
。

吉野一男　議員

今
の
状
態
が
続
い
た
場

合
、
４
年
か
ら
５
年
で
留

保
資
金
を
使
い
切
っ
て
し
ま
う
。

こ
の
よ
う
な
経
営
状
態
が
続
く
と

代
替
施
設
の
整
備
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
い
た

い
。

赤
字
の
要
因
と
し
て

考
え
ら
れ
る
の
は
、

介
護
保
険
法
の
改
正
や
施
設
が
古

く
、
入
所
者
の
高
齢
化
な
ど
に
よ

り
効
率
が
悪
い
こ
と
。
そ
う
い
っ

た
こ
と
を
考
え
る
と
町
単
独
で
実

施
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
き

て
い
る
。
民
間
の
施
設
活
用
も
含

め
て
、
福
祉
の
後
退
を
し
な
い
よ

う
に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考

え
ま
す
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
所

有
者
で
あ
る
夷
隅
広
域
市

町
村
圏
事
務
組
合
で
は
、
今
年
度

を
も
っ
て
大
多
喜
町
へ
の
施
設
の

譲
渡
又
は
取
り
壊
し
を
考
え
て
い

る
。

　

現
状
の
ま
ま
の
継
続
が
一
番
望

ま
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
老
朽
化

に
よ
り
取
り
壊
し
と
な
っ
た
場
合

は
、
代
替
施
設
の
整
備
が
可
能
か

ど
う
か
伺
い
た
い
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
施
設

の
老
朽
化
や
今
後
大
規
模
改
修
が

想
定
さ
れ
て
い
る
。

　

町
の
施
設
が
点
在
し
て
い
る
、

集
約
化
も
含
め
て
考
え
る
と
、
福

祉
セ
ン
タ
ー
は
取
り
壊
し
、
で
き

る
だ
け
経
費
の
か
か
ら
な
い
中

で
、
ど
の
程
度
の
規
模
の
も
の
が

必
要
か
協
議
を
し
、
方
向
性
を
だ

し
て
い
き
た
い
。

町
　
長

町
　
長

▲建築後40年が経過している
　特別養護老人ホーム
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問

問

問問

問

問問

問問

問 地
域
資
源
を
活
用
し
た

観
光
ま
ち
づ
く
り
事
業

の
推
進
に
つ
い
て

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

企
画
課
長

企
画
課
長

企
画
課
長

企
画
課
長

企
画
課
長

企
画
課
長

企
画
課
長 若

者
や
若
年
世
帯
の
ニ
ー
ズ

を
ど
う
と
ら
え
て
い
る
か
。

ま
ち
づ
く
り
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
よ

る
と
、
若
者
の
定
住
化
住
宅
施
策
に

対
す
る
重
要
度
は
非
常
に
高
く
、
町

の
取
り
組
み
に
対
す
る
満
足
度
は
低

い
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。

定
住
化
施
策
の
実
績
や
今

後
の
展
開
を
体
系
的
に
強

く
ア
ピ
ー
ル
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
。

広
報
誌
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
に
よ
り

町
の
定
住
化
施
策
の
取
り
組
み
を

幅
広
く
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

町
外
か
ら
若
者
や
若
年
世

帯
を
取
り
込
む
施
策
の
現

状
は
。

問　若者の定住化施策の拡充について
答　第３次総合計画に定められた施策に基づき推進しています

問　明日の大多喜高校のためにＳＧＨ導入を
答　支援推進委員会で提案していきたい

ハ
ー
ド
面
で
は
企

業
就
業
者
向
け
住

宅
建
設
、
分
譲
地
の
整
備
、
ソ
フ

ト
面
で
は
子
育
て
世
代
を
対
象
と

し
た
日
帰
り
ツ
ア
ー
の
開
催
や
移

住
相
談
会
、
移
住
促
進
動
画
の
作

成
な
ど
実
施
し
て
い
ま
す
。

若
者
や
若
年
世
帯
を
意
識

し
た
施
策
を
拡
充
す
る
考

え
は
あ
る
か
。

保
育
園
児
か
ら
の

英
語
教
育
の
充
実
、

学
校
へ
の
冷
暖
房
の
設
置
な
ど
教

育
環
境
の
充
実
や
三
育
学
院
中
等

部
の
誘
致
等
に
よ
り
教
育
の
町
大

多
喜
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
　

施
策
の
推
進
に
あ
た
り
、

結
果
重
視
の
推
進
体
制
を

構
築
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　
　
　

実
施
し
た
施
策
の

Ｐ
※

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
の
確
立
に
つ
い
て
は
重
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
定
住
化
施

策
の
目
標
達
成
に
向
け
た
体
制
や

手
法
に
つ
い
て
関
係
課
と
協
議
の

う
え
進
め
て
い
き
た
い
。

渡辺善男　議員

古
民
家
を
活
用
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
計
画
推
進
は
あ

る
か
。

空
き
家
と
な
っ
て

い
る
古
民
家
の
所

有
者
に
売
却
や
賃
貸
の
意
向
確
認

を
行
い
、
観
光
資
源
と
し
て
の
活

用
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

街
並
み
整
備
事
業
の
予
算

を
増
額
し
て
城
下
と
し
て

の
環
境
整
備
を
促
進
す
る
考
え
は

あ
る
か
。

街
並
み
整
備

の
ご
意
見
や

補
助
金
を
利
用
す
る
見
込
み
な
ど

の
意
向
調
査
を
行
い
、
事
業
を
推

進
し
て
行
き
た
い
。

大
多
喜
城
を
核
と
し
て
周

辺
の
範
囲
を
拡
大
し
て
整

備
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

現
在
あ
る
観

光
施
設
や
観

光
資
源
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
進

め
、
必
要
が
あ
れ
ば
周
辺
の
整
備

等
も
考
え
た
い
。　
　

観
光
振
興
の
方
針
を
ま
と

め
た
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
が
必

要
と
思
う
が
計
画
は
あ
る
か
。

現
在
計
画
は

あ
り
ま
せ
ん

が
、
観
光
施
策
の
基
本
と
な
る
計

画
を
策
定
す
る
必
要
性
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

大
多
喜
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
観
光

地
経
営
組
織
）
の
設
立
に

よ
る
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を

目
指
す
考
え
は
あ
る
か
。

　

歴
史
的
資
源
等
を

活
用
し
た
観
光
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
う
え
で

も
、
大
多
喜
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
設
立
は

必
要
と
考
え
ま
す
。

※ＰＤＣＡサイクルとは
計画（p l a n）→実行
（do）→評価（check）
→改善（action）という
4段階の活動を繰り返し
行うことで、継続的に
改善していくこと。

広報おおたき No.599　H30.7.24 32



問

問 房
総
の
小
江
戸

　
　
　
　
　
復
活
戦
略

教
育
課
長

産
業
振
興
課
長

大
多
喜
高
校
は
危
機
で
あ

る
。
長
期
的
視
野
に
立
っ

た
抜
本
的
解
決
策
を
提
案
し
、
実

行
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。

　

時
代
の
要
請
に
応
え
、
出
口
戦

略
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
か
。

　

そ
こ
で
、
Ｓ

※

Ｇ
Ｈ
（
ス
ー
パ
ー

グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）
の

導
入
を
提
案
す
る
。
国
際
人
を
重

点
的
に
育
成
す
る
学
校
制
度
の
こ

と
で
あ
る
。
将
来
へ
の
明
確
な
ビ

ジ
ョ
ン
が
描
け
る
学
校
生
活
を
送

る
た
め
で
あ
る
。

　

挑
戦
な
く
し
て
新
た
な
る
創
造

は
あ
り
得
な
い
。
若
い
人
材
を
未

来
へ
と
橋
渡
し
を
す
る
機
関
と
し

て
こ
そ
、
存
続
す
る
価
値
が
あ

る
。
ロ
ー
カ
ル
に
し
て
グ
ロ
ー
バ

ル
に
、
新
た
な
る
建
学
の
理
念
を

活
か
し
取
り
組
む
意
思
が
あ
る
の

か
伺
い
た
い
。

大
多
喜
高
校
が
仮

に
そ
の
指
定
を
受

け
、
取
り
組
む
よ
う
に
な
れ
ば
特

問　明日の大多喜高校のためにＳＧＨ導入を
答　支援推進委員会で提案していきたい

色
あ
る
学
校
づ
く
り
に
有
効
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
あ
く
ま
で
も
取
り
組

む
の
は
大
多
喜
高
校
を
設
置
し
て

い
る
千
葉
県
や
教
育
課
程
及
び
教

育
活
動
の
責
任
者
と
し
て
学
校
経

営
に
携
わ
っ
て
い
る
学
校
長
と
な

り
ま
す
。

　

町
と
し
て
直
接
千
葉
県
や
大
多

喜
高
校
に
Ｓ
Ｇ
Ｈ
を
取
り
組
む
よ

う
申
し
入
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
町
が
設
置
し
て
い
る
大
多

喜
高
校
支
援
推
進
委
員
会
で
提
案

し
て
い
き
た
い
。

麻生　剛　議員

房
総
の
小
江
戸
は
崩
壊
寸

前
で
あ
る
。
よ
く
個
人
の

私
的
所
有
権
に
手
を
入
れ
ら
れ
な

い
と
い
う
声
を
耳
に
す
る
。
手
を

加
え
ら
れ
な
く
て
も
救
う
道
を
考

え
る
こ
と
、
協
力
し
て
い
く
こ
と

は
本
来
の
行
政
の
果
た
す
役
割
の

は
ず
で
あ
る
。

　

町
づ
く
り
地
域
起
し
検
地
制
度

と
小
さ
な
お
宝
発
掘
制
度
を
提

案
す
る
。
大
多
喜
に
し
か
な
い
も

の
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
世
界
を
検

証
し
、
発
掘
す
る
こ
と
が
城
下
再

生
へ
の
道
で
あ
り
、
故
郷
の
魅
力

づ
く
り
で
あ
る
。
い
か
が
考
え
る

か
伺
い
た
い
。

街
な
み
整
備

事
業
と
し
て

城
下
商
店
街
内
の
景
観
形
成
地
区

（
新
町
区
、
久
保
区
、
桜
台
区
、

猿
稲
区
、
大
多
喜
区
）
で
、
修
景

基
準
に
該
当
す
る
住
宅
や
店
舗
等

の
改
修
を
行
う
場
合
、
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
が
、
現
状
で
は

ま
だ
十
分
な
レ
ベ
ル
ま
で
整
備
さ

れ
て
い
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
街
な
み
整
備
へ
の
ご

意
見
や
補
助
金
を
活
用
し
て
修
景

を
行
う
考
え
が
あ
る
か
、
あ
る
い

は
住
宅
や
空
き
店
舗
等
を
貸
す
希

望
が
あ
る
か
な
ど
調
査
を
実
施

し
、
商
店
街
の
振
興
、
活
性
化
の

た
め
の
検
討
材
料
と
し
た
い
。

　

ま
た
、
観
光
資
源
と
し
て
生
か

さ
れ
て
い
な
い
城
下
の
歴
史
や
城

下
に
残
る
遺
構
に
つ
い
て
は
、
観

光
資
源
と
し
て
利
用
で
き
る
も
の

が
あ
れ
ば
利
用
し
て
い
き
た
い
。

※ＳＧＨとは
　文部科学省が指定した高校で、将
来、国際的に活躍できるリーダーの育
成を国際化に重点を置く大学と連携し
て重点的に行うというものです。
　県内では、公立高校3校、私立高校
1校が指定を受けています

▶
街
並
み
整
備
が
行
わ
れ
た
城
下

　

商
店
街
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問

問問

問

問問 緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の

改
善
に
つ
い
て

健
康
福
祉
課
長

健
康
福
祉
課
長

健
康
福
祉
課
長

教
育
課
長

教
育
課
長

教
育
課
長

３
度
目
の
質
問
で
あ
る
。

今
ま
で
に
確
認
で
き
た
こ

と
は
、
教
員
の
勤
務
に
は
改
善
が

必
要
で
、
教
育
委
員
会
の
果
た
す

役
割
は
大
き
い
と
い
う
認
識
で
あ

る
。
子
ど
も
た
ち
も
教
員
も
「
授

業
も
部
活
動
も
楽
し
い
」
と
言
え

る
環
境
づ
く
り
に
尽
力
を
願
い
、

今
回
は
部
活
動
改
善
を
中
心
に
質

問
し
た
い
。

　

４
月
以
降
、
学
校
に
お
い
て
の

部
活
動
の
改
革
の
取
り
組
み
状
況

は
。

部
活
動
は
、
昨
年

ま
で
「
平
日
の
う

ち
１
日
及
び
土
日
の
ど
ち
ら
か
１

日
部
活
動
を
行
わ
な
い
。
」
と

い
う
こ
と
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

　

４
月
か
ら
は
、
平
日
の
部
活
動

を
行
わ
な
い
日
を
月
曜
日
と
定
め

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
部
活
動
の

時
間
は
、
季
節
に
よ
り
日
没
時
間

に
合
わ
せ
た
時
間
を
設
定
し
て
い

問　教員の長時間勤務と部活動の改善を
答　部活動ガイドラインを策定していきたい

ま
す
。

教
育
委
員
会
の
指
針
作
成

の
進
捗
状
況
は
。

国
か
ら
示
さ
れ
た

中
学
校
の
運
動
部

の
活
動
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

及
び
県
で
現
在
策
定
中
の
方
針
に

の
っ
と
っ
た
運
動
部
活
動
の
休
養

日
や
活
動
時
間
な
ど
の
方
針
を
、

町
教
育
委
員
会
と
し
て
定
め
た
部

活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
て

い
き
た
い
。
策
定
に
は
、
保
護
者

の
理
解
も
必
要
と
考
え
ま
す
の

で
、
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
が
、
今
年
度
中
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。

部
活
動
の
時
間
が
短
く
な

る
。
短
時
間
で
、
身
体
負

担
軽
減
・
最
大
効
果
を
期
待
で
き

る
科
学
的
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
採

用
・
生
徒
の
自
治
力
を
育
む
部
活

動
運
営
、
地
域
・
保
護
者
等
の
理

解
獲
得
の
手
だ
て
な
ど
考
え
て
い

る
の
か
。

部
活
動
指
導
者
が

生
徒
に
適
切
な
指

導
を
す
る
た
め
に
も
ス
ポ
ー
ツ
医

科
学
か
ら
み
た
「
過
度
の
練
習

野中眞弓　議員

が
及
ぼ
す
リ
ス
ク
、
効
果
的
な
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
」
な
ど
を
正
し

く
理
解
し
た
う
え
で
の
指
導
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
専
門
知

識
の
あ
る
講
師
に
よ
る
研
修
を
毎

年
実
施
し
て
い
き
た
い
。

こ
れ
は
高
齢
の
独
り
暮
ら

し
の
方
を
中
心
に
安
否
確

認
等
を
す
る
事
業
で
あ
る
。
２
年

前
変
え
た
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
は
。

現
在
の
緊
急

通
報
シ
ス
テ

ム
は
、
以
前
の
通
報
装
置
に
加

え
安
否
セ
ン
サ
ー
（
人
感
セ
ン

サ
ー
）
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
午

前
４
時
か
ら
午
前
８
時
ま
で
の
間

に
セ
ン
サ
ー
に
検
知
さ
れ
な
い
場

合
、
自
動
的
に
通
報
が
行
わ
れ
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
か
ら
安
否
確
認

を
行
う
も
の
で
す
。

申
し
込
み
時
に
３
名
の
協

力
員
が
求
め
ら
れ
て
い
る

が
、
そ
ろ
え
き
れ
な
い
場
合
も
あ

る
。
協
力
員
制
度
を
創
り
、
個
人

で
協
力
員
が
そ
ろ
え
ら
れ
な
い
場

合
に
対
応
で
き
な
い
か
。

協
力
員
は
、

あ
く
ま
で
も

任
意
の
協
力
者
で
あ
り
、
善
意
の

も
と
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
制
度
化
す
る
こ
と
は
難
し
い

と
考
え
ま
す
。

セ
ン
サ
ー
の
異
常
感
知
後

の
安
否
確
認
を
会
社
の
警

備
員
が
行
う
シ
ス
テ
ム
に
変
更
で

き
な
い
か
。

警
備
会
社
等

の
安
否
確
認

サ
ー
ビ
ス
を
追
加
す
る
場
合
、
利

用
者
数
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、

追
加
料
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
を
地
域
全
体
で

支
え
て
い
こ
う
と
い
う
観
点
か

ら
、
協
力
員
に
安
否
確
認
を
行
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
考
え
て
い
ま

す
。
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議会での質問や意見に答える町執行部、その答弁がその
後どうなったのか・・・対応を追跡します。

具体的な有害鳥獣対策について
（平成２９年３月会議）

　箱わなに有害獣が侵入した場合、わなの扉が閉まるア
ニマルセンサーを平成２８年度３基導入し、捕獲数の向
上につながるか試みています。有効であれば今後の導入
数を検討していきたい。

　平成２９年度６基導入をしましたが、箱わなの数に比
べるとまだ少ない状況です。
　アニマルセンサーを活用する利点はあり、国の助成対
象となることから今後も導入していきたい。
（平成３０年度は６基導入を予定）

その後

質　問

答　弁

追跡追跡あの質問どうなったの？

編集後記
　夏といえば甲子園。高校野球の季節です。投手の投げ込んだ直球をしっかりと受け止める
捕手の役目。
　これこそが議会議員です。町民の皆様から寄せられた熱き思いをしっかりと受け止め、実
現に向かって取り組む所存です。今後とも、審判の役目も併せて、町民の皆様のご期待に応
えたいと存じます。

　　 議会報編集委員会

読みやすく、親しみやすい議会だよりの紙面づくりのため、皆様からのご意見をお待ちしています。
大多喜町議会事務局　〒２９８－０２９２　大多喜町大多喜９３番地
　☎０４７０－８２－２１８２　 ＦＡＸ ０４７０－８２－４４６１
　Ｅ-mail  gikai@town.otaki.lg.jp
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ギャラリー

「光の華」
大多喜写真同好会

鈴木　由里子　さん（平沢）

○問合せ　健康福祉課　保健予防係　☎82−2168

材　料

作り方

52

①　全ての材料を鍋に入れて１５分位おく。（ゼラチンをふやかす）
②　鍋を火にかけて、ゼラチンと砂糖を溶かす。（沸騰させないように）
③　器に入れて粗熱が取れたら冷蔵庫で冷やす。

マジックゼリー

　1つのお鍋で作るのに出来上がりは
2種類になる不思議なゼリーです。
　とっても簡単に作れるので、夏休
みのおやつにもおすすめです。

【１個分の栄養価】
・エネルギー　127Kcal
・たんぱく質　2.6ｇ
・脂質　　　　9.1ｇ
・カルシウム　58ｍｇ

・牛乳 ……………………… ２５０ｍｌ
・生クリーム ……………… １００ｍｌ
・果汁１００％ジュース … ２００ｍｌ
・ゼラチン ………………… ５ｇ
・砂糖 ……………………… 大さじ２

（作りやすい分量・６個分）

管理栄養士
金坂　直子
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